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文字環境のモデル化と社会言語科学への応用 
ー 非漢字系学習者向け教授法の研究紹介 ー 

 
       

横山詔一 ヴォロビヨワ・ガリーナ（国際日本文化研究センター，キルギス国立総合大学） 

  2014年2月2日 国立国語研究所研究発表会 （学術総合センター） 

プロジェクト全体における今年度のおもな成果 

文字・表記研究に役立つ電子化資料を整備 

漢字の構造分解とコード化を利用した漢字教材の開発（ヴォロビヨワ・ガリーナ & ヴォロビヨフ・ヴィクトル） 

• ロシア語による漢字学習ハンドブックのネット公開（ヴォロビヨワ・ガリーナ 
& ヴォロビヨフ・ヴィクトル, 2013） http://japanese.iiiep.kg/ 

海外（中央アジア）の漢字学習環境 
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第1段階で「田」と「丁」に分解 → 基本要素 （最小の意味的単位で，部首とそれに相当するパ
ターン） 
第2段階で基本要素を一番細かい要素に分解 → 書記素 （「画」あるいは「ストローク」と言う
こともある） 

書記素（24種類）から連想されやすいアルファベットを対応させて，
筆順を分かりやすくした（ヴォロビヨワ2010）。AからZのアルファベッ
ト・コードを上に示す。 

このようにすることで，漢字の書記素の形を学習者が認知しやすく
なり，記憶にも残りやすくなるように工夫されている。 

漢字教材 
『漢字物語』 

← 構造分解の例 

 ↑ コード化の例 
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• 米国議会図書館『源氏物語』画像（桐壺・須磨・柏木）公開 

• 国立国語研究所蔵『古今文字讃』閲覧システム試験公開 

研究情報資料センターとの連携 

キルギス国立総合大学との連携 

• 漢字の形態が複雑。漢字の形態を構成する要素の種類が多く，しかも
部首以外はスタンダード化されていない。 

• 筆順が分かりにくい（効率的に記憶できる教材がない）。 

• 読み方が多様である（音訓読みも複数存在する場合が多い）。また字義
との関連性も明白でない。 

• 漢字辞典で調べる方法が複雑で難しい（電子辞書を利用しても難しい）。 

• 熟語が多い（無数に作ることができる）。 

漢字の形態を構成する要素の種類が多く，しかも• 漢字の形態が複雑。漢字の形態を構成する要素の種類が多く，しかも漢字の形態が複雑。漢字の形態を構成する要素の種類が多く，しかも

「漢字は非体系的だ」と学習者は感じている 

キルギスで使用されている漢字教材（初級用） 

海外（中央アジア）の漢字学習環境文字生活のサイクルモデル（文字環境モデル） 

漢字政策 記憶痕跡

なじみ（親近度）好み（選好）

社会的使用頻度

単純接触効果

現実社会

心内辞書

政策へのフィードバック
・用字用語調査
・世論調査

痕跡強度の測定手法
・読み書きテスト
・連想検査
・心像性評定
・接触意識評定
・親近度評定
・表記の適切性評定

など

＜情報機器で書く＞

他者に配慮した
表記の選択

接触して読む頻度

規範性，標準性，適切性，
ポライトネスなどの
推論・思考辞書や教科書

世間の慣習
時代精神

個人の美的直観

「社会的使用頻度」や「接触頻度」に関連する要因の調査
・教育，出版，新聞，放送：常用漢字 → 「書き言葉コーパス」で実態把握
・情報通信：ＪＩＳ漢字，ＵＣＳ → 同上
・戸籍：人名用漢字など → 基礎資料の整備が期待される
・地名，略字など → 看板などの「景観調査」

源氏物語ヴュワー 

•右に原本画像 

•左に翻字本文画像 

並べ表示のモード 


